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許可を得て使う児童が２．７％増え、「制限付きで使う」ようになった児童が    

１７．４％増えました。自由に使える児童は２０．１％減り、よい傾向です。 
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30 分から 1 時間以内が 17.2.9％増え、1 時間から 2 時間以内が 27.3％減っていま

す。2 時間から 3 時間以内の使用も 9.1%減っています。3 時間以上は去年とほぼ変

わらないことから、平日の使用時間は全体的に減っていることが分かります。 
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1 時間以内が 12.9％少なくなっていいます。 

１～2 時間以内が３１．６％から４２．５%と、１０．９％増えています。 

２～3 時間以内が１８．４％から２１．２％と２．8％増えています。 

これらのことから、全体的に休日の使用時間が増えていることが分かります。 



令和 8 年度スクリーンタイム調査 ５年生の結果 

 

 
３０分以内が８．７％増えています。また、３０分から 1 時間未満の使用も８．５％増えている。 

1 時間～2 時間の使用は４％と減り、2 時間～3 時間の使用は２１．９％から９．１％と大きく減っています。 

3 時間以上はほぼ変わらなことから、平日は全体的に使用時間が減っていることが分かります。 
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ルールを設定した家庭が若干増え、ルールがない家庭が減っています。 
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よく守っている人が９．８％減っている。 

守っていないことが多い児童が３．３％減少。「時々破るがだいたい守っている」と「よく守って

いる」を遭わせると、４年生の時よりより８％増えています。このことから、ルールはだいたい守

れていると言えますが、守らないことが多い児童の改善が必要です。 


